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資料－３ 

これまでの事業進捗について 

第３５回 荒川太郎右衛門地区自然再生協議会

2013年12月3日 
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全体構想（H16．3（H18．5 改訂）） （＊文章は原文のまま） 実施計画書（H23．1） （荒川上流河川事務所） 試験施工（H21・H22） 整備（H23・H24） 整備(H25) 整備(H26 以降) 

望まし
い姿 

自然再生の目標 施策 内容 （＊文章は原文のまま） 内容と結果 内容と経過 実施中の内容 予定 

1.旧流路の流水路
としての整備 

（検討事項） （検討事項） 検討無し 検討無し （検討事項） 

2.旧流路の保全 
（詳細はＰ５） 

①旧流路の保全・再生 
旧流路（上池・中池・下池）の保全・再生を目的に、開放水面の
創出を図る。 
中池・下池については既に開放水面があることから、環境の改
変は行わないこととし、モニタリングを行いながら保全を行って
いく。 
上池の開放水面の創出においては、呑み口の切り下げ及び上
流側で、地下水の湧水を期待し、河床堆積物の掘削を行う。な
お、下流側では希少種（エキサイゼリ、オナモミ）が確認されて
いることから、これらの希少種を保全する観点から環境の改変
は行わないように現状の保全を図る。 
上池呑口部は、現況の呑口よりも敷高を切下げ、増水時にお
ける本川からの流入頻度の向上を図る。 
なお、上池下流で希少種（エキサイゼリ、オナモミ）については
減水時の流出防止対策も併せて実施する。 

●上池：旧流路の掘削＋呑口の切り下げ
と流出抑制整備を実施 
試験掘削により、掘削の効果を確認し
た。 
→ときどき干上がる開放水面が形成さ
れた。 
→水面形成時は沈水植物・浮葉植物が
出現した。 
→湿地を利用する動植物の目標種・希
少種が出現した。 

 
 

●上池の旧流路の保全・再生：旧流路の
掘削を実施 
・湿地を利用する動植物の目標種・希少
種が出現した。 
・下流側のエキサイゼリ・オナモミは株
数の年変動が大きいものの（＊気象条
件によると推測）、生育範囲は保全され
ている。 

●中池・下池の保全：整備無し 
◆進捗：旧流路 A の掘削完了 

●上池：旧流路 B 
掘削の検討 

 

【
多
様
な
水
域
・水
際
環
境
創
出
の
施
策
】 

3.湿地及び止水
環境の拡大 
（詳細はＰ６） 

②湿地及び止水環境の拡大 
上池周辺の河川敷では、地盤の切下げ等により、湿地及び止
水環境の拡大を実施していく。また、上池周辺の試験施工地で
地中に廃棄物の混入が確認されたことから、施策の実施にお
いては事前に調査を行い、地盤の切下げ等について検討した
上で実施する。 

●上池：河川敷（モトクロス場跡地）の掘削
掘削による効果はなかったが、撒きだし
効果があった。 
→湿地化せず、オギ等の乾性草本の群
落になった。 
→旧流路掘削土を撒き出した範囲で
は、目標種・希少種が出現した。 

●上池：モトクロス場跡地 A,D の掘削と旧
流路掘削土の撒き出し 
・湿地を利用する植物の目標種・希少種
が出現した。 
・撒き出し効果は確認中。 

◆進捗：モト A の半分、モト D の一部完了 

●上池： 
・モトＤの半分を 
 掘削 
・モト A の残りの 
 エリアを掘削 

●上池： 
モト D の残りのエ
リアを掘削 

→ 整備完了予定 

4.河畔林の保全 
（詳細はＰ７） 

③河畔林の保全・再生等 
中池の河畔林周辺部における外来植物の繁茂している箇所で
は、在来植物が生育可能な環境を整え、本来の在来植物の繁
茂する環境を拡大・維持する。 

無し 無し ●中池：維持管理用
の散策路、啓発用の
看板設置等の検討 

 

5.ハンノキ林の保
全・再生 
（詳細はＰ８） 

③河畔林の保全・再生等 
高木・壮齢樹化しているハンノキ等の河畔林においては、間伐、
下刈り、盤下げ、移植等を行うことにより、ハンノキ等の河畔林
の萌芽、生育適地についての知見を得るとともに、多様な樹齢
の樹木が生育する河畔林を保全・再生する。 

●下池：掘削とハンノキ移植 
周囲にハンノキがある場所・無い場所と
もに移植したハンノキの成長が確認でき
た。 
→成長したハンノキに目標種のミドリシ
ジミが飛来した。 
→移植無しの試験地にハンノキは出現
しなかった。 

●下池：シンジュ侵入域の掘削とハンノキ
３３本移植 
・ハンノキは概ね良好な状態である。 
・移植したハンノキに目標種のミドリシ
ジミが飛来した。 
・掘削地に外来種が繁茂した。（初年度
オオブタクサ、2 年目ナヨクサフジ） 
・今後の掘削・移植を検討中。 

◆進捗：下池の一部のみ掘削 

●下池： 
・ハンノキ・１２６本
 の移植 
・掘削・移植に 
 ついて検討 

 

 
【そ
の
他
の
施
策
】 

6.河川縦断方向
の連続性の確保 

（検討事項） （検討事項） 検討無し 検討無し （検討事項） 

7.治水面での施策 （検討事項） （検討事項） 検討無し 検討無し （検討事項） 

７
０
年
前
の
荒
川
旧
流
路
に
お
い
て
太
郎
右
衛
門
自
然
再
生
地
固
有
の
豊
か
な
生
態
系
を
育
む
湿
地
環
境 

【湿地環境の保
全・再生】 
Ⅰ.太郎右衛門自
然再生地固有の
多様な生き物と
それらが生育・生
息できる自然環
境を保全・再生す
る。特に、多様
性、自然性が高
い湿地環境につ
いては全体のバ
ランスを考慮し拡
大を図る。 
 
【過去に確認され
た生物が住める
環境の再生】 
Ⅱ.過去に確認さ
れた当該区域の
固有かつ多様な
生き物が住める
ような環境の再
生を目指すものと
する。 
 
【蛇行河川の復
元】 
Ⅲ.荒川本川と連
続させた流水路
として蛇行河川を
復元することによ
り、多様な水域・
水際環境を形成
する。 
 
【荒川エコロジカ
ル・ネットワーク
の形成】 
Ⅳ.周辺地域との
エコロジカル・ネ
ットワークの核と
なるよう、自然環
境の質的向上を
目指す。 
 
【治水面からもプ
ラス】 
Ⅴ.将来にわたり
治水の面からも
プラスとなるよう
な自然再生事業
とする。 

8.維持管理 
（詳細はＰ９） 

9.モニタリング 
（詳細はＰ１０） 

10.環境学習と安全な 
利用 
（詳細はＰ１１） 

④維持管理 
荒川太郎右衛門自然再生地の維持管理、モニタリング、環境
学習及び安全な利用は、以下の方針に基づき実施していく。 

(1)都心から 40 ㎞圏内に位置するまとまった自然地であることを
踏まえ、人と自然のふれあいに配慮した良好な自然地を形成し
ていくように管理する。 

(2)希少種や事業実施箇所等を保全するために必要となる外来
植物の刈り払いやゴミ拾い等の活動を実施していく。実施する
活動は、環境モニタリングの結果に応じて順応的に設定するこ
ととし、自然再生事業の取組みに参加される方々の協力を得
て実施する。 

(3)良好な自然地を形成していくため、環境学習や自然体験プロ
グラムを通して、上記のような活動を呼びかけ、参加者の意識
を高める。 

(4)管理作業の実施にあたっては保全調整会議(仮称)等を随時
開催し、目的や手法等の認識を共有する。また、必要に応じて
管理等における専門委員会を設置する。 

(5)事業目標の達成状況はモニタリング調査結果を基に評価し、
施策にフィードバックしていくものとする。 

●維持管理 
下池ハンノキ育成試験箇所②でつる性
草本の除去を実施。 

●モニタリング 
・ 試験の効果検証調査を実施。 
・効果検証調査の一部として委員による
ハンノキ生育状況とミドリシジミ飛来状
況調査を実施 

●維持管理 
・下池ハンノキ移植地で外来種、つる
性草本の除去を実施。 
・今後の管理内容・体制を検討中。 

●モニタリング 
・整備の効果検証調査を実施。 
・効果検証調査の一部として委員よる
ハンノキ生育状況とミドリシジミ飛来状
況を調査。 

●環境学習と安全な利用 
・下池ハンノキ移植地で外来種管理と
自然観察会を実施。 

●維持管理 
今後の管理の内
容・体制を検討 

●モニタリング 
・整備の効果検証
調査を実施中 
・今後のモニタリン
グ調査の内容と体
制について検討 

●環境学習と安全な
利用 
・上池の自然再生
地の視察を実施 
・下池ハンノキ移植
地でハンノキ移植と
自然観察会を実施
予定。 
・公式ウェブサイト
開設。 

●維持管理 
今後の管理の内
容・体制を検討 

●モニタリング 
今後のモニタリン
グ調査の内容と体
制について検討 
●環境学習と安全
な利用 
イベント等の活動
の内容を毎年検討
予定 
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元図：実施計画書 P3

元図：実施計画書 P14

整備済み 

モトクロス場跡地A 

平成２５年度整備予定 

整備済み
整備済み 

モトクロス場跡地Ｄ 

平成２５年度整備予定 

整備予定

旧流路A 旧流路B 

（バッファ－ゾーン） 

旧流路C（保全ゾーン）

検討中 

整
備
状
況 

上池 中池 下池 

＜未整備＞ 

管理・利用のため

の整備のみを予定 
 

整備済み

試験継続中

試験継続中

荒川
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●体制の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整
備
状
況 

元図：全体構想 P51 

「全体構想」 

H18.5 策定 

河川管理者の「実施計画書」 

H23.1 策定 

他の実施者の「実施計画書」 

未策定 

河川管理者の「自然再生整備」

H23 より実施中（一部 H21 より）

「生態系モニタリング専門

委員会」H16.10 設立 

「管理目標 WG」 

H23.6 活動開始 

「広報 WG」 

H24.1 活動開始 

環境学習専門組織

未活動 

ネットワーク専門

組織未活動 



 5 

 

 

 

 

 

 

 

２．旧流路の保全

実施計画

・旧流路（上池・中池・下池）の保全・再生を目的に、開放水面の創出を図る。

・中池・下池は、開放水面があるためモニタリングを行いながら保全を行っていく。

・上池の開放水面の創出は、呑み口の切り下げ、上流側の地下水の湧水を期待した河
床堆積物の掘削による行う。

・下流側は希少種（エキサイゼリ、オナモミ）が確認されており、現状の保全を図る。

・上池下流で希少種（エキサイゼリ、オナモミ）については減水時の流出防止対策も
併せて実施する。

これまでに実施したこと

・旧流路の掘削、呑み口の切り下げと流出抑制整備、導水路の整備

今年度実施すること

【 整備(H25) 】

・平成２５年度の掘削は無し（緩和区間の旧流路Ｂ整備の必要性検討）

今後実施すること

【 整備（H26以降) 】

・旧流路Ｂの掘削（ただし、整備の必要があるとされた場合）

旧流路の保全 位置図

上池 中池 下池

自然再生対象
地区範囲

呑み口

導水路

旧流路Ａ
整備済み

旧流路Ｃ

旧流路B
掘削の必要性検討

旧流路の保全整備無し
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３．湿地及び止水環境の拡大

実施計画

・上池周辺の河川敷では、地盤の切下げ等により、湿地及び止水環境の拡大を実施

・上池周辺の試験施工地で地中に廃棄物の混入が確認されたことから、施策の実施に
おいては事前に調査を行い、地盤の切下げ等について検討した上で実施する。

これまでに実施したこと

・廃棄物の調査を行い、堆積している場所を確認した。

・掘削によって取り出した廃棄物は産廃処理を行うこととした。

・河川敷（モトクロス場跡地）の試験掘削を行った。結果、掘削による効果はなかっ
たが、撒きだし効果があった。

・モトクロス場跡地A,Dの掘削と旧流路掘削土の撒き出しを行った。この整備により、

湿地を利用する植物の目標種・希少種が出現した。

・平成２４年度までの整備により、モトAの半分とモトDの一部が完了した。

今年度実施すること

【 整備(H25) 】

・モトＤの半分を掘削

・モトAの残りのエリアを掘削（モトA完成）

今後実施すること

【 整備（H26以降) 】

・モトDの残りのエリアを掘削

湿地および止水環境の拡大 位置図

モトクロス場跡地A
（モトA)

※湿地及び止水環
境の拡大

モトクロス場跡地B
（モトB)

※整備無し

モトクロス場跡地C
（モトC)
※保全

モトクロス場跡地D
（モトD)

※湿地及び止水環
境の拡大

湿地

管理用通路

湿地（H25)
湿地（H25)

湿地 畦畔

湿地（H26以降)

試験掘削
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③良好な地区

①問題のある地区（放置できない）

中池河畔林の現状

荒川
当面の整備対象エリア

官地（国、市町）

当面の整備
対象エリア

②問題のある地区（放置しても問題は大きくならない）
①，③以外は、セイタカアワダチソウ(27番)やオギ(34番)などの

草本群落が広く分布

シンジュが分布 マダケが分布

湿地(ガマ類)が分布

河畔林が各所に分布

4.河畔林の保全

実施計画

中池の河畔林周辺部の外来植物繁茂箇所で、在来植物が生育可能な環境を整え、在来
植物の繁茂する環境を拡大・維持する。

これまでに実施したこと

・無し（河畔林および周辺植生は現状維持とする方針になった）

今年度実施すること

今後実施すること

河畔林の保全 位置図

図：実施計画書P17 図：第29回協議会資料
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下池河畔林の現状

当面の整備
対象エリア

①問題のある地区（放置できない）

現在はシンジュが分布 マダケが分布

③良好な地区

河畔林が各所に分布

②問題のある地区（放置しても問題が大きくならない）
上記以外は、セイタカアワダチソウ(27番)やオギ(34番)などの草本
群落やトウグワ(69番)が広く分布

当面の整備対象エリア

官地（国、市町）

５．ハンノキ林の保全・再生

実施計画

•間伐、下刈り、盤下げ、移植等を行う。

•ハンノキ等の河畔林の萌芽、生育適地についての知見を得る。

•多様な樹齢の樹木が生育する河畔林を保全・再生する。

これまでに実施したこと

・2箇所の試験移植と1箇所の基盤整備（基盤整備のみの場所ではハンノキ生育無し）

・整備地で33本の移植

今年度実施すること

【 保全・再生(H25) 】

・整備地でイベントにより126本移植（計159本移植）

今後実施すること

【 保全・再生（H26以降) 】

・現整備地での追加移植

・整備地の拡大

ハンノキの保全再生 位置図

図：実施計画書P17 図：第29回協議会資料



 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ 凡例 ≫

平成２４年度まで

平成２５年度以降

中池 下池上池
導水路整備

河畔林の保全、再生
0.5ha

河畔林の保全、再生
2.3ha

実施計画の整備範囲

モトＡ

旧流路Ａ

旧流路Ｂ

モトＡ
モトＤ

モトＤ

湿地環境拡大の
掘削
3.1ha

湿地環境拡大の
掘削
0.6ha

湿地環境拡大
の掘削
0.2ha

旧流路の掘削
1.3ha

400ha：自然再生対象地区

（荒川太郎右衛門自然再生地）

湿地環境拡大
の掘削
0.6ha

旧流路の掘削
1.2ha

８．維持管理

実施計画

• 都心から40㎞圏内に位置するまとまった自然地であることを踏まえ、人と自然のふ
れあいに配慮した良好な自然地を形成していくように管理する。

• 希少種や事業実施箇所等を保全するために必要となる外来植物の刈り払いやゴミ拾
い等の活動を実施していく。実施する活動は、環境モニタリングの結果に応じて順
応的に設定することとし、自然再生事業の取組みに参加される方々の協力を得て実
施する。

• 管理作業の実施にあたっては保全調整会議(仮称)等を随時開催し、目的や手法等の
認識を共有する。また、必要に応じて管理等における専門委員会を設置する。

維持管理の対象地と実施状況

H25.6.7に除草

これまでに実施したこと

・河畔林整備地で試験除草

今年度実施すること

【検討（H25）】

・管理用通路・散策路の検討

今後実施すること

【 検討・整備・管理（H26以降) 】

・管理用通路・散策路の検討と整備

・維持管理
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９．モニタリング

実施計画

・希少種や事業実施箇所等を保全するために必要となる外来植物の刈り払いやゴミ拾い等の活動は、環境モニタリングの結果に応じて順応的に設定する。

・管理作業の実施にあたっては保全調整会議(仮称)等を随時開催し、目的や手法等の認識を共有する。また、必要に応じて管理等における専門委員会を設置する。

・事業目標の達成状況はモニタリング調査結果を基に評価し、施策にフィードバックする。

モニタリング 実施状況（位置と項目）

＊「水国」は河川水辺の国勢調査を実施
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１０．環境学習と安全な利用

実施計画

•都心から40㎞圏内に位置するまとまった自然地であることを踏まえ、人と自然のふれあいに配慮した良好な自然地を形成していくように管理する。

•良好な自然地を形成していくため、環境学習や自然体験プログラムを通して、上記のような活動を呼びかけ、参加者の意識を高める。

環境学習と安全な利用 実施状況

●外来種退治！～田園戦士かわじマンも来るよ

•植物の外来種除去と昆虫観察のイベントを開催

•一般76人、埼玉大学学生75人、計151人参加

H24.10.14

●遊ぼう！学ぼう！たろうえもん（秋）

•ハンノキの移植と「しのてっぽう」作りのイベントを開催

•一般26人、埼玉大学学生40人、計66人参加

H25.11.9

●遊ぼう！学ぼう！たろうえもん！！

•鳥や植物、整備地を観察するイベントを開催

•一般7人、埼玉大学学生26人、計33人参加

（事前申込み制ではなく、雨天であったため参加者は少
なかった）

H25.5.11

状況概要実施日

●外来種退治！～田園戦士かわじマンも来るよ

•植物の外来種除去と昆虫観察のイベントを開催

•一般76人、埼玉大学学生75人、計151人参加

H24.10.14

●遊ぼう！学ぼう！たろうえもん（秋）

•ハンノキの移植と「しのてっぽう」作りのイベントを開催

•一般26人、埼玉大学学生40人、計66人参加

H25.11.9

●遊ぼう！学ぼう！たろうえもん！！

•鳥や植物、整備地を観察するイベントを開催

•一般7人、埼玉大学学生26人、計33人参加

（事前申込み制ではなく、雨天であったため参加者は少
なかった）

H25.5.11

状況概要実施日


